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Roménidban, in Hagyomanyos térségek megélhetési szerkezete, Budapest, 1998, p. 76.
1479 ha 72.3%
58.6% 13.7% 12.2% 13.7% 12.2%
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H. Bachev, Bulgarian experience in transition of farm structure, presented at Slavic
Research Center, Sapporo, on April 14. 2000
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sor

42

41

25%

ha

25%

Societatea Agricola Buzakalasz

1999

11

1000kg

OECD, Monitaring and evaluation, 1997, p. 64;

Pétyi Odon



70%
30%

43



43

1ha 370 230 a4
25% 93
1lha 1,950 1,220
25% 490 310
400
5 1999
95-125
40ha
20ha 7ha
50-60%
47
48
a3 1991
1996 13,000ha
Tiberiu Bagoly
a“ 3,500kg/ha 1,047 kg 1 =16,000
® 15,000kg/ha 1,300 kg 1 =16,000
4 50-60%
47
48 Andrei Motica (
1999 10 )

58
45
150 200
2-2.5
46
1 ha 12,000ha
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Szemle, 1997, Budapest, 1. sz., p. 32. 1910 cropper
1/2-1/4
1969 p. 132
1 2-3
1984 243 1997
446 30-50%
1972 44 1970
269
340kg/ha 1.Sziics, A foldbérleti dij és a mezdgazdasagi arak, Gazdalkodas,
1995, 2, sz, p. 3. A.Gelencsér, A foldhaszndlat, foldbérlet problemai, Gazdalkodas, 1997, 5. sz., pp.
64-65.
1995-1996
2,169,000ha 40% 883,000ha Zs.Hantd, Faluszocioldgia 1.,
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5,000
2,000-3,000
10ha
10ha
a1l
57
58
10ha 5,000
5,500Ft 7,500F Napi Gazdasag, 200, Jan. 17.
56 341

57 A.Toth, Miképp kiiszkadik Kanyad és vidéke?, in Hagyomanyos térségek megélhetési szerkezete, Budapest,
1998, pp. 96-105.

58 25 100
Nagy Balazs, p.75. 1992 39,000
1997 113,000 3 RSY, 1998, pp.454-455 1 10
150 13

50



1,200-1,500

ha e
10ha
3 370
1997 330
150
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66 14
67
1997 165
25%
60 300
5ha 300-1,500
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	zu1: 
	zu2: 
	tyu: 出所：同上 
	tyu1: 1999年10月および2000年11月の二度にわたりルーマニアのコヴァスナ県で現地調査を行った。
	1: 1
	tyu2: 
	2: 2
	tyu3: 一つは共同体の性格に関する問題であり、いま一つは大地主経営と農民的小経営の関連性についての問題である。ロシアのミール共同体については邦語でも鈴木健夫『帝政ロシアの共同体と農民』（早大出版部、1990年）、奥田央『ソヴェト経済政策史』（東大出版、1979年）などの膨大な研究蓄積がある。ロシアとドイツの農民経営比較では肥前栄一『ドイツとロシア』（未来社、1986年）、地主の役割を含めて東欧についての概観は拙稿「近・現代東欧経済史の特徴」木戸／伊東編著『東欧現在史』（有斐閣、1987年）を参照。
	3: 3
	tyu4: 4 本稿は筆者を研究代表者とする学術振興会科学研究助成「旧ソ連東欧諸国における農村経済構造の変容」（平成11年度から13年度、課題番号11691059）における研究成果の一部である。
	4: 4
	tyu5: 
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	tyu6: 公式には統計的地域と呼ばれる８つの地方であり、その区分は北東部（Nord-Est）、南東部（Sud-Est）、南部（Sud）、西南部（Sud-Vest）、西部（Vest）、北西部（Nord-Vest）、中部（Centru）、そして首都(Bucuresti)である。北東部と南東部の西北側4県がモルドヴァに、南東部の南西側２県がドブロジャに、南部、西南部、および首都がワラキアに、そして西部、北西部、および中部がトランシルヴァニアにそれぞれ概ね対応している（地図参照）。
	6: 6
	tyu7: この県の民族構成は言語を基にするとハンガリー系が圧倒的に多く、小規模農家事例調査をおこなったオズン村サンチオンルンカ集落でも住民808人中、798人がハンガリー系である（残りはルーマニア系7名、ロマ2名、ドイツ系1名である）。しかし宗派別に区分すると20名が正教会信徒であり（B. Nagy, 前掲書p. 73）、もともとはハンガリー系とルーマニア系が混住していた集落であることが判る。おそらくはオーストリア・ハンガリー王国時代にルーマニア語系住民のマジャール化が進行し、その後、宗派だけが残ったと推測される。このような現象は決して稀でない。もう一つの可能性は社会主義時代にハンガリー系住民が正教会への改宗を強要された結果であるというものである。
	tyu7-2: ロマ（ジプシー）についても実際には25-30名がこの集落に住んでいるが、そのほとんどはハンガリー系であると自己申告している（同上）。
	7: 7
	tyu8: コヴァスナ県は鉱山業としては褐炭、鉄鉱石、石灰、鉱泉水の産地であり、製造業では一次産業と結びついた木材加工や食品加工、あるいは繊維などの軽工業が盛んである。
	8: 8
	tyu9: 
	9: 9
	tyu10: G. Hunya前掲論文pp. 135-142. 浅尾仁「ルーマニアにおける経済システム転換の状況」（『社会主義経済学会会報』1992年第3号p. 23.）は自留地の拡大策が既に1989年末に決定されていたとしている。いずれにしても1990年の中葉に農業政策をめぐって大きな基本路線の変化が生じたのである。しかしその詳細については不明である。なお東欧における農業再編をめぐる政党の政策理念については本報告書所収の林忠行「チェコスロヴァキアにおける農業の転換-土地法と協同組合転換法の立法過程をめぐって-」を参照のこと。
	10: 10
	tyu11: 土地返還基準については多様な意見が存在した。例えば、ハンガリー系の住民組織は1947年時点における土地所有権の回復を主張した。この主張は1949年に農民的土地所有の上限が50haに制限されたことを念頭においたものである。G. Hunya前掲論文p. 158.
	11: 11
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	12: 12
	tyu13: 
	13: 13
	tyu14: 農地法は集団農場の解体を義務づけた訳ではないが、集団農場存続のための法的枠組み（会社組織への転換など）が整っていなかったため、農場解体の傾向が促進された。G. Hunya前掲論文pp. 156-157.
	14: 14
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	tyu18: 経営規模の平均値について個人経営が2.3ha、共同経営が122ha、そして組合経営が434haとする文献もある。S. Bara & M. Moldovan, 同上論文、p. 204.
	18: 18
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